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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月8日(2016.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気導音を発生するスピーカ、耳介に接触するための耳あてパッド、および、前記耳あて
パッドを軟骨伝導振動部とするため前記耳あてパッドに振動を伝える軟骨伝導振動源を有
することを特徴とするステレオヘッドフォン。
【請求項２】
　前記軟骨伝導振動源は、前記スピーカと独立に制御可能であることを特徴とする請求項
１記載のステレオヘッドフォン。
【請求項３】
　前記軟骨伝導振動源と前記スピーカは、異なるイコライズを行ったオーディオ信号でそ
れぞれ駆動されることを特徴とする請求項２記載のステレオヘッドフォン。
【請求項４】
　前記スピーカの振動を前記耳あてパッドに伝達する伝達手段を有し、前記伝達手段が前
記軟骨伝導振動源となることを特徴とする請求項１記載のステレオヘッドフォン。
【請求項５】
　前記スピーカを前記耳あてパッドで支持することで前記スピーカの振動を前記耳あてパ
ッドに伝え、前記スピーカを前記軟骨伝導振動源として兼用することを特徴とする請求項
１記載のステレオヘッドフォン。
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【請求項６】
　圧電バイモルフ素子を有し、前記圧電バイモルフ素子の中央部を前記スピーカとして利
用するとともに、前記圧電バイモルフ素子の両端をそれぞれ前記耳当てパッドで支持した
ことを特徴とする請求項５記載のステレオヘッドフォン。
【請求項７】
　圧電バイモルフ素子を有し、前記圧電バイモルフ素子の一端を前記スピーカとして利用
するとともに、前記圧電バイモルフ素子の他端を前記耳当てパッドで支持したことを特徴
とする請求項５記載のステレオヘッドフォン。
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